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第２回江の川水系流域治水協議会
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■近年の洪水による浸水被害

発生年月日 起因

昭和47年7月14日 梅雨前線 浸水面積：10ha 浸水戸数：3戸

平成18年9月17日 台風13号 浸水面積：9.2ha 浸水戸数：1戸

平成22年7月15日 梅雨前線 浸水面積：7.6ha 浸水戸数：1戸

平成29年7月5日 梅雨前線 浸水面積：7.0ha 浸水戸数：1戸

平成30年7月5日 梅雨前線 浸水面積：10ha 浸水戸数：3戸

浸水被害状況

平成30年7月豪雨 浸水状況

市道冠水状況家屋浸水（床上）

平常時水位▽

整備イメージ
堤防整備

昭和47年7月洪水時水位▽
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築堤・護岸 L=700m

浸水区域

三次河川国道事務所
江の川上流部における堤防整備河川における対策

■江の川の上流部に位置する三次市青河町片山地区は堤防が未整備であり、昭和４７年７月洪水では地区の広範囲で

浸水被害が発生したほか、平成３０年７月洪水でも浸水被害が発生しています。

■このため、平成２７年９月関東・東北豪雨を受けて策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組み及び「防災・

減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」として、堤防整備を行い、治水安全度の向上を図ります。

■令和２年度は、排水樋門の整備及び築堤工事の促進を予定しています。

あおが

三次市街地



江
の
川

165k000

安芸高田市 柳原地区

139k000

140k000

尾関山

三次市 三川合流部付近
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ＩＣＴ技術の活用

マシンガイダンスによる掘削作業（柳原地区）

ガイダンス指示画面

上：現在のﾊﾞｹｯﾄ勾配

下：設計勾配

ﾊﾞｹｯﾄ右端の高い、低い、

ｵﾝｸﾞﾚｰﾄﾞを表示

ﾊﾞｹｯﾄ左端の高い、低い、

ｵﾝｸﾞﾚｰﾄﾞを表示

■近年激甚化している災害により全国で大きな被害が頻発している状況から、「重要インフラの緊急点検の結果及び

対応方策」等を踏まえ、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を実施しています。

■令和２年度は、前年度に引き続き洪水時の危険性に関する緊急対策として、樹木伐採・河道掘削を実施し、流域の

安全度向上を図ります。

三次河川国道事務所
江の川上流部における河道掘削河川における対策



江の川（下流）の整備（堤防整備、水防災事業）

輪中堤

輪中堤

宅地嵩上げ
宅地嵩上げ

県道
国道

災害危険区域

災害危険区域

※災害危険区域とは、はん濫を許容する区域で、
計画高水位以下での新たな家屋が立地しないよう
市町村条例で一定の規制・制限をかける区域

連続堤

連続堤

県道
国道

■江の川（下流）の河川整備は、堤防整備に加えて、土地利用一体型水防災事業が行われてきた。

河川における対策 流域における対策
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浜田河川国道事務所



●三次市が行う流域治水メニュー（イメージ）

• 平成30年７月豪雨により多くの家屋浸水を伴う内水被害が発生した馬洗川右岸【畠敷・願万地地区】において，
流域治水の取組を進める。

• その他の箇所においても，地区の状況を踏まえ，水災害リスクの軽減に向けた流域治水メニューの検討・展開
を推進する。 ※以下は現在検討中の内容であり，今後変更する場合がある。

•国による排水機場の排水ポンプ増強にあわせ，排水機場に導水
する排水路の容量拡大を行う。

•内水を一時的に貯留する大規模な雨水貯留施設の整備を行う。

■⾬⽔貯留施設の整備

•住宅の浸水被害の軽減と今後想定される宅地開発等の両立に
向け，土地利用に関するルールが必要。

•自主条例を制定し，以下の規制を行うことを予定。

① 建築行為に対し，居室の床面の高さを制限

② 開発行為に対し，雨水流出抑制施設の設置を義務化

○可搬型排水ポンプの住民等への貸出

○雨水流出抑制施設の設置に係る費用の一部を補助

■⼟地利⽤に関するルールづくり

■市⺠と連携した浸⽔対策

■排⽔路の整備

•公園に雨水貯留・浸透機能を付与する。

■既存ストック等を活⽤した⾬⽔流出抑制

出典：国土交通省資料
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